
農場のブタからもS．sui＄が確認された。S．凱壷はブタで重病を起こすグラム陽性球菌であり、ブタを扱う職  
業の人は注意が必要である。保健当局はヒトからヒトへの感染のおそれはないとしている。   

mai12（氾70517．1573   
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物質に関連した院内感染（128報、患者2250名）について調査した。血液製剤およぴヘパリン生理食塩液  
の汚染が最も報告数が多かった。病原体は血液製剤ではA型肝炎ウイルス、Yersiniaenteroco批ica、セ  
ラチアが、その他ではBu仙olde血cepaciaやエンテロ／くクターが多かった。64のアウトブレイクでmu帖－  
doseバイアルが使用されていた。   

感染   ProMED－   インドネシアで2086年10月8日までに下痢および喧吐を引き起こす疾患に238例が羅患し、5例が死亡し  
m8i120061013．2937  た。現在DPTUmbanganCommunityHearthCenterで患者124例が治療中である。これら症例は水源に関  

達している可能性がある。E．C鵬が疑われるが、原因は確認されていない。   
315  

感染   ProMED－   インドネシア保健当局はジャカルタでここ2ケ月間に高熱が特徴の原因不明の疾患により死亡した22例を  
mai120081228．3637  調査している。検体はCDCセンターに送られ、検査中である。死亡例の大部分は40歳以上で、中部ジャカ  

ルタのSt．Carolus付近の中流階級住民で、2∞6年10月から2∝〉8年11月27日にかけて報告された。中毒の  
316  可能性もある。   

感染   ProMED－   アリゾナで／ルー熟（コクシジオイデス痘）が流行している。2005年に比べ2006年は58％増加した。保健  
mai120070114．0188  当局によると5493例が診断されたが、未報告症例数は何千例もあるとのことである。増加の原因は確定  

されていないが、2∞5年の湿った冬に続き、2006年には乾燥した月が多かったことによると指摘されてい  
317  る。   

感染   ProMED－   台湾ではヒストプラズマ症はまれであり、この10年間で2－3の輔入症例が報告されているだけである。台  
mai120070118．0230  湾で初めての固有の伝染性ヒストプラズマ症例を報告する。2∞5年11月に衰弱のため救急部に送られて  

きた78歳のリウマチ様関節炎患者で、メソトレキセート誘起性血小板減少症と仮に診断され入院した。骨  
318  髄検査の結果、ヒストプラズマ症が疑われた。培養後、PCRアツセイによりHi或OPlasmacaps山ぬ」rnと同定  

された。   
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報告されていない。死亡例の内、2名は夫婦である。他に2名が重症で入院中である。全員同じ村の出身  

Pre＄STV200丁年4月  
18日   

感染   ProMED－   ハンガリーで原因不明の疾患に1家族15人が罷り、2007年5月19日にその内1人が死亡した。死亡したの  
mai12∝け0521．1827  

ンザ症状を呈し、入院した。この家族は病院で隔離されている。現在、病気を同定するための検査が行わ  
321  Cab∞dle．hu2007年5  

月21日   

感染   ProMED－   中国で青耳病として知られる原因不明の疾患およぴロ蹄痩によりブタが大量に死亡しており、豚肉の価  
mai暮20070529．1735  格が高騰している。2∞8年半ばに1例日が発見されたブタ高熱病lま、原生殖暮呼吸器症候群、古典的豚  

コレラおよび豚サーコウイルスの混合感染が原因とされている。。最近2、3年の聞に、ブタ高熟病と呼ば  
322  れる同様の感染症が中国南都でも報告されている。微生物学者による詳細調査が行われる予定である。   

感染   ProMED－   中国北東部で2007年6月下旬以来、ギランバレー症候群が30症例報告されている。患者は全員Jilin省  
m扇120070TO9．2189  ChangchunのShuangyang地区の出身で、状態は安定している。この病気の正確な原因は不明であるが、  

専門家によると呼吸器感染または胃インフルエンザが引き金になる可能性があるとのことである。   
323  

感染   ProMED－   ブラジルのMa両○島で、原因不明の疾病により10日以内に子供4人が死亡したが、4歳の少女が5人目の  
mai12∞70909．2978  犠牲者となった。先週死亡した小児の姉妹で、家族によると、高熱、嘔吐、痙撃といったマラリアまたは髄  

膜炎を示唆する症状を示した。予備検査では診断が確定しなかった。疾患を媒介する昆虫を探索中であ  
324  る。   

感染   ProMED－   パナマ地域当局はNgobe－Bug】eのNurum地区で原因不明の病気でヰ2人が死亡したと報告した。死亡例  
mait2∞71003．3271  の大部分は小児である。病気は▲水、咳、発熱から始まり、致死的な場合は気管支肺炎様の症状を呈す  

る。   
325  

感染   ProMED－   国境付近の無医地区で原因不明の病気により、7人が死亡したため、インドManipurは非常事態となった。  
maiI20071009．3318  2∞7年10月1－6日に国境に沿った村で病気は急速に広がったため、Morehに医療団が派遣された。患者  
TheTeleg帽Ph2∝I7年  は高熱、胃痛、嘔吐を訴え、犠牲者の幾人かは死ぬ前に痙撃と発作を起こした。原因はまだ究明されて  

328  10月7日   いない。   

感染   TheHimalayanT］MES  ネパール保健省は2007年3月18日に不可解な疾患により死亡した32歳の女性の報告を受け、．3月19日に  
2007年3月20日   病院から医療・検査チームを派遣した。女性は貧血と腎不全も呈していた。村民数百人が下痢、手足の  

腫れを訴えている。毒素を持った細菌感染の可能性がある。現在、検査中である。   
327  

感染   TheNational   パプアニューギニアのSo止hernHighlands地方で女性3名が汚染された豚肉を食べて死亡した。まだ同定  
（ht申：／／www．助enatio  されていない疾病のアウトブレイクで約1000偏のブタが死亡している。ブタは首の腫れ、インフル工ンザ様  
nal．com．pg／021907／na  

328  tionl．htm）   た。   

感染   Transhsi（〉∩2007：47：  2007年3月29－30日、カナダのトロントで行われた病原体不着化（PI）技術に関するコンセンサス会議の報・  
2338－23ヰ7   告である。近年の検査技術の発達により、現状の輸血感染症リスクは非常に低く、P港直ちに導入する事  

ま推奨しない。しかし新興感染症のリスクは未知数であり、P”ま予防手段として重要である。広範囲の病  
329  原体を不着化できる安全な方法が確立されれば実施すべきである。   
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（98瑚。新規の、強毒性のCVA－16が出現しうることが示唆された。  

日D2006：12 

339  

Emerg）nfec 
13：1084－10 

340   
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者の約10％（118名中12名）が¶Ⅳ陰性であった。フェリチン、ASTおよぴALT値は¶Ⅳ腸性群より陰性群の  
方が低かった。m－HCV共感染群ではフェリテンおよぴALT値がm単独感染群より高かった。輸血に  
よる高頻度かつ継続的な¶Ⅳ感染はサラセミア患者における肝機能障害と相関することが示唆された。   

ゴリズムによって解明された。   

ウイルス感染  ProcNatlAcadSci  マレーシアMelakaで高熱と急性呼吸器疾患に罷っていた39歳男性から未知のreovimsが分離され、  
2007：104：11424－  Me】akavirusと名づけられた。患者の家族も発症したが、彼らは発症前にコウモリと接触していた。遺伝子  
11429   配列分析により、同ウイルスは同国Tioman島のフルーツコウモリから分離されたPulauウイルスと近縁で  

351  あることが示された。同島住民は109例中14例（13％）が両ウイルスに陽性であった。0止horeov血＄がヒトの  
急性呼吸叢疾患と関係があることが初めて示された。   
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mai12007011 3..01 799 

検出されなかった。454LifeSciencesによって確立された迅速シークエンシング技術とGreeneLaboratory  
によって開発されたバイオインフォマテイクスアルゴリズムによって発見された。   

週間後にセロコンバージョンが起こった。血しよう中に検出限界下限のSFVが検出された。また感染29遇  
目に唾液中にSFVが検出された。輸血によリSFVが感染することが初めて示された。   
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処分すべきであるとしている。   

狂犬病   ProMED－   2007年5月の中国における狂犬病による死亡者は201例で、致死的な感染症の中で最も死亡例が多かっ  
mai120070612．1917  た。結核が第一位になった3月を除いて、最近13ケ月間は狂犬病による死亡者数がトップである。   

373  
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結核   Emerg Infect 
13：380－387   

378  

結核   NIKKE‡NET  

健康2006年   

379  

結核   ProMED－  
mai12006100≦   

380  

結核   ProMED－  
mai】20061101   

381  

結核   ProMED－  
mai120070208  

382  

結核  ProMED－  
mai120070306  

383  

結核  ProMEO－  
maj120（〉70501  

384  

あったと考えられた。   
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された。2007年8月6日にアウトブレイクは終了した。   

月4日、2007年7月6日   
細菌感染  ABCNews暮etter2007  2∝叫年度から2006年度にかけて米国食品医薬品局（FDA）に報告された輸血関連副作用による死亡痘  

年4月13日 21ページ  例数である。3年間の合計は219例で、内訳はTRAu86例（3乱3％）、その他の副作用（ABO不適合以外の  
溶血反応、輸血関連心過負荷、細菌感染、アナフィラキシーなど）67例（30．6％）、細菌感染20例（9．1％）、  

395  ABO不適合による溶血反応15例（6．8％）、輸血が原因である可能性が否定できない症例31例（14．2％）と  
なっている。   
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